
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 平成 30 年度一般廃棄物最終処分場公害防止協議会 

開催日時 平成 31 年 2 月 8 日(金)午後 4 時開会 午後 4 時 40 分閉会 

場所 真野行政サービスセンター 3 階大会議室 

議題 

⑴ 平成 30 年度浸出水の処理状況について 

⑵ 平成 30 年度放流水及び地下水の水質検査結果について 

⑶ 第２期最終覆土工事について 

⑷ 真野行政サービスセンターへの映像データ送信停止につい 

  て 

⑸ その他 
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備考 
 

 

会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

原田課長 

 

 

 

山中主事 

 

開会の挨拶 

 

⑴平成 30 年度浸出水の処理状況について 

⑵平成 30 年度放流水及び地下水の水質検査結果について 

・会議資料の２ページから７ページにより説明する。 

・放流水、地下水（上流部・下流部）の水質検査結果について、全 



 

 

参加者 

 

山中主事 

 

参加者 

 

 

原田課長 

 

 

 

参加者 

 

 

山中主事 

 

 

原田課長 

 

 

 

谷地補佐 

 

 

 

 

 

 

参加者 

 

谷地補佐 

 

 

参加者 

 

原田課長 

  

 て基準値以下である。 

 

・地下水の水質検査の上流部、下流部はどこか。 

 

・最終覆土工事の地図を使用して説明する。 

 

・真野地区は他の地区に比べて水道水がカルキ臭がするとか、まず 

 いと聞かれるが、この施設の影響や関係はあるのか。 

 

・処分場内に降った雨等も含めて浸出水として真野クリーンパーク  

 で処理し放流しており、その水質は基準値をクリアしているため、 

 井戸水に影響はないと考える。 

 

・地下水上流部の 1 回目、2 回目のダイオキシン類測定値の数値が 

 かなり違うようだが、通常このくらいの誤差はあるのか。 

 

・ダイオキシン類の基準値は１ｐｇ－ＴＥＱ/ｌとなっているが、１ 

 ｐｇは１ｇの１兆分の１という値で、それ以下であれば問題ない。 

 

・質疑応答がいくつかあったが、以上で（１）、（２）の市の報告は 

 了承されたものとする 

 

⑶第２期最終覆土工事について 

・会議資料の８ページにより説明する。 

・平成 28 年度に埋立面積の７割の第１期最終覆土工事を実施した。 

 残りの３割の第２期最終覆土工事を行うに当たり、覆土の土質・  

 施行方法の検討を含む実施設計の費用を平成３１年度予算に要求 

 したが、予算が厳しい中で見送ることとなった。当課としては、  

 引き続き平成 32 年度予算に要求していきたい。 

 

・真野クリーンパークへの搬入は終了しているのか。 

 

・平成 29 年度末をもって終了した。それ以降は小木地区にある南佐   

 渡一般廃棄物最終処分場に搬入している。 

 

・最終覆土の予算は平成 31 年度も見送るのか。 

 

・現在、平成 31 年度の予算編成をしているが、そこでの予算はつか 

 なかったので、平成 32 年度予算に計上していきたい。 



 

 

 

 

山中主事 

 

 

 

 

参加者 

 

  

 

谷地補佐 

 

参加者 

 

原田課長 

 

 

 

参加者 

 

 

谷地補佐 

 

 

 

原田課長 

 

 

 

参加者 

 

谷地補佐 

 

 

 

原田課長 

・質疑応答がいくつかあったが、以上で（３）の市の報告は了承さ 

 れたものとする。 

 

⑷真野行政サービスセンターへの映像データ送信停止について 

・現在、真野クリーンパークのごみの搬入状況が真野行政サービス 

 センターにあるパソコンで確認できるようになっているが、平成 

 29 年度で搬入が終了したので、真野クリーンパークから真野行政 

 サービスセンターへの映像データの送信を中止させてほしい。 

 

・今までずっと送信していたのであれば、第 2 期最終覆土工事とか 

 大雨災害用のために活用する手もあるのではないか。カメラ等は 

 取り外すのか。 

 

・カメラは当面設置したままだが、映像送信を停止したい。 

 

・一時停止であれば、良いのではないか。 

 

・質疑応答がいくつかあったが、以上で（４）の映像データの送信 

 停止は了承されたものとする。 

 

⑸その他 

・処分場の下の遮水シートの耐用年数はどのくらいか。破損や漏れ 

 はないのか。 

 

・真野クリーンパークは 2 重の遮水シートになっており、漏水検知 

 システムもあるので、万が一穴が開いたとしてもその部分を検知 

 して修復できるシステムとなっている。 

 

・万が一穴が開いた時にはエリア毎に特定することが可能で、どこ 

 に穴が開いたのか分かるシステムになっている。また、遮水シー 

 トは十分な耐用年数が想定されている。 

 

・最終覆土工事をした後はどうするのか。 

 

・最終覆土工事が終わると埋め立て終了となり、その後 2 年間水質 

 が安定して基準値以内であれば、法律上浸出水処理施設を止める 

 ことが可能になる。 

 

・可能になった時点で、公害防止協議会と相談させていただきたい



 

 

原田課長 

と考えています。 

 

閉会の挨拶 

 


